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1.は じめ に

 文字が特定の言葉 を書 き表 し、コミュニケーションを行 うための手段であるこ

とは言 うまで もない1)。 そ して、文字 自体は言葉 を伝 達す るための道具にす ぎな

い。 したがって、話 し手のいない文献言語 の研究 におい ては、文字 とその背後 に

ある言葉の組織 との関係 を解明す ることが常に重要な課題 となる。 しか しなが ら、

この課題 を達成す ることはけつして容易 ではない。本稿 で取 り上 げるヒッタイ ト

語や襖形文字ル ウィ語 に代 表 され る古代アナ トリアの印欧系懊形文字言語の研

究の場合 には、アル ファベ ッ ト(単 音文字、音素文字)で 書かれた他 の印欧語の

場合 にはみ られない解釈上の困難 がつねにつ きま と う。

 ヒッタイ ト語 と懊形 文字ル ウィ語の文献資料は、紀元前2千 年紀に遡 り、いず

れ も襖形文字で記録 されている。これ らの言語の音韻研究は、発掘 された襖形文

字粘土板資料 に基づいて進 め られなければならない。 しか しなが ら、粘土板に刻

まれ ている懊形文宇は、印欧語 とは違 つた言語構造 を持 っていたシュメール ・ア

ッカ ドの襖形文字 を借用 したものであり、印欧語の音素配列 を書き表す にはい く

つ かの点で欠陥があつた。

 襖形文字は表意文宇以外に音節文字 として使用 され、ひ とつの襖形文字はV、

CV、 VC、 CVCと い う音節のいずれかを表 している。 ところが、襖形文字で語頭

と語末の2子 音 以上の連続や語中の3子 音以上の連続 を書 き表 そ うとす るな ら

ば、どうしてもそれ らの子音 と合わせ て、本来そ こには存在 していない母音 を含

めざるをえない。一方、印欧語 には語頭 と語末の2子 音連続や語 中の3子 音連続

が広 く認 め られ る。 したがつて、印欧語に特徴的な音素配列 を襖形文字の文宇体

系で忠実に書き表す ことは不可能である。

1)本 稿 の一 部 は
、2001年11月9、10日 に カ リフォル ニ ア 大 学 ロサ ン ジ ェル ス 校 で 開催 さ

れ た13th A皿ual UCLA Indo-European Conference、 お よび2001年12月1目 に京 都 産 業 大 学 で

開 催 され た 第8回 西 ア ジ ア言 語 研 究 会 で発 表 した もので あ る。 そ れ ぞ れ の機 会 に お い て 、 有

益 な ご意 見 を く だ さ っ た 参 加 者 の方 々 に お 礼 申 し上 げ た い 。
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 懊形文字体系に内在す るこの限界は、音韻的な解釈 を行 うときに大きな障害 と

なる。何故 な らば、起源的には子音連続のなかに存在 していなかつた としても、

母音 が後に挿入 され ることは十分考えられるか らである。つま り母音が書かれて

いるのが表記上の限界 によるのか、あるいは実際にその母音が読まれていたのか

を決定す ることは、多 くの場合困難である。問題 となる母 音が見かけだけで実際

には発音 されていなか つたとい う解釈 を有力にす る手掛か りとして、た とえばつ

ぎの4っ が考え られ る2)。

1)CVを 表 す 文 字 がVCを 表 す文字 と交替 して用 い られ て い る場 合 、 この文

字 に含 ま れ て い る母 音 は発 音 され て い なか つ た 可 能 性 が 高 い 。 た と えば 、

ki―is-sar-ta"with the hand(--1SiTU[mental sg.)"は 、 ki-is-sar-atと も綴 られ 、 taがat

と交替 す るの で 、お そ らく1kissard1を表 してい る。

2)CVあ るい はVCと い う文字 に含 まれて い る母音 が 別 の母音 と交 替す る場

合 、そ れ らの母 音 は発 音 され て いなか つた可能 性 が高 い。た とえば、0-li一�―tu-

"sweet"は
、 mi-li-it-tu一とも綴 られ 、最初 の文 字 が0で もmiで も よい ので 、お

そ ら く/znlitu-1を表 して い る。

3)子 音 の あい だ に母 音が書 かれ てい る場合 と書 かれ て い ない場 合が あ るな ら

ば、そ の母 音 は発 音 され ていなか った可能性 が 高 い。た とえば 、li-in―肋'-ta"(s)he

swore"は 、 li-ni-ik-taと も綴 られ 、 nとkお よびkとtの あい だ に母音 が あ る場

合 とな い場 合 が み られ るの で、お そ らqh】kta1を 表 してい た。

4)CV-VCで は な く、VC-VCあ るいはCVC-VCと 綴 られ る場 合 、 VCと い う

文 字 に 含 ま れ る 母 音 は 発 音 され て い な か つ た 可 能 性 が 高 い 。 た と え ば 、

da-ma-QS-ZZ"(s)he presses"は/ﾘastsi/を 表 してい るの に対 して 、 ua―al-ah-zi"(s)he

strikes"やkar-Vas-zi"(s)he cuts"は 、お そ ら くそれ ぞれ/walHtsi/と/karstsi/を 表 して

い る。

以上の うち1)～3)は 、母音の種類や位置に関 して、特定の形式 に2つ 以上の

異な つた綴 りがみ られ る場合、別の違つた解釈 を裏付ける強い根拠がない限 り、

その母音 は見か け上の ものとして理解するとい う立場 に基づいている3)。

 しか しなが ら、綴 りが一定であ り、 うえに見 られ るような揺れがない場合、母

音が実際に読 まれていたか どうかを決定することは難 しい。この場合 も、反対の

解釈 を支持す る独 自の共時的な言語学的根拠がない限 り、その母音は発音 されて

2)Melchert(1994:29f .)を み ら れ た い 。

3)同 じ考 え 方 がMelchert(1997:177)に も み られ る
。
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いなかつた と解釈す るほ うが手堅い分析 と言 えるで あろ う。 た とえば、``forth"

を意味す る形式は一貫 してpa―ra-aと 綴 られてい る。 この形式はラテ ン語のpro

やギ リシア語のπρ6と歴史的に結び付け られ るので、[paz�:]ではな く、語頭 の2子

音連続がそのまま保持 され たままの[pr�=]と読まれていた と考 えるほ うが無理 が

ない。つ ま り、Pとrの あいだに挿入 されたaは 、語頭で2子 音連続 を表記でき

ない とい う懊形文字のシステムの限界によるものであ り、実際には読まれていな

かつた と考 えたい4)。

 本稿では、綴 りに揺れがみ られないけれ ども、その音韻的解釈 について研究者

の見解が分かれてい る3つ の事例 について、筆者 自身の考 えを述べたい。その3

つの事例 とは、子音語幹動詞 に付与 されるヒッタイ ト語の3人 称単数過去語尾一ta、

子 音語幹動詞 に も母音語幹動詞 にも付与 され る襖形文字ル ウィ語 の3人 称単数

過去語尾一ta、そ して懊形文字ル ウィ語の3人 称複数過去語尾一ntaである。以下の

節 では、問題 の所在 を明確 に示 した後、それぞれの動詞語尾 にみ られ る末尾母音

Qが 実際 に発音 されていたのか、そ うでないのか とい う問題 について、当該言語

内部 にみ られ る関連す る現象や比較言語学的な根拠 を示 しなが ら順 に論 じてみ

たい。

2.問 題の所在

 ヒ ッタイ ト語 と襖形 文字 ル ウィ語 の3人 称 単数 過 去 語尾 一taと 襖 形 文字 ル ウ ィ

語 の3人 称 複 数過 去 語尾 一ntaの末 尾 にみ られ るaが ダ ミー で は な く、実z.r.に発 音

され てい た とい う見 方 は 、Eichner(1975:79f.)に もつ ともはつ き り とみ られ る。彼

の見 方 に よれ ば、 語 末 の*-tは アナ トリア祖 語 の段 階 に子音 の後 で規 則 的 に脱 落

した。 この音変 化 は子音 語 幹 に付与 され る 〃ai動詞語 尾 の3人 称 単数 過 去*-tと3

人 称 複 数過 去 語 尾*-ntに も作 用 したが 、 これ らの語 尾 の末 尾 の*-tは 補 助 母 音

(StUtzvokal)で あ るa([a]あ るいは[a])を ともなつて 、―taと ―ntaと い うか た ち

で復 活 した。

3人 称 単 数 過 去 形*ept >*ep  →*epta"(s)he took"

3人 称 複 数 過 去 形*appant>*appan→*appanta"they took"

この形態変化 を動機 づけたのは、うえの音変化の影響を蒙 らなか った母音語幹動

詞か らの類推で ある。 まず類推 は3人 称単数過去形に働いた。

4)Melchert(1994:30)を 参 照
。
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*1伀eti"(s)he kindles"(3人 称 単数 現在):*1伀et(3人 称 単数 過 去)ﾘ*epti

(3人 称 単数 現 在):X(3人 称 単数過 去)

X=*ept(→*epta)

つ ぎ に、 こ う して新 た につ く られ た3人 称 単数 過 去 形*ept(→*epta)か ら3人

称 複 数過 去形*appant(→*appanta)が や は り類 推 に よっ て もた らされ た。

*epti(3人 称 単 数 現在):*ept(3人 称単 数過 去)=*塑 即 纏(3人 称 複 数

現在)lX(3人 称 複 数過 去)

X=*appant(→*appanta)

さらにアナ トリア祖語か らヒッタイ ト語や他の言語が分岐 した後、共通ル ウィ語

の段 階で語末の*-tが 母音の後で脱落するとい う音変化が起 こつた。 この音変化

は母音語幹動詞の3人 称単数過去形に作用 した。 しか しこの場合 も、やは りいつ

たん脱落 した*-tは 、 この音変化を受けなかつた子音語幹動詞(た とえば懊形文

字ル ウィ語縱ta"(s)he was")か らの影響によつて、補助母音 をともなつた*-taと

い うかた ちで復活 した。母音語幹動詞である襖形文字ル ウィ語、た とえばauita

"(s)he came"は
、この よ うにして成立 した。

 Eichnerは 、以上のプ ロセスを経てもた らされた過去語尾一taと一ntaには、いず

れ の場合 も末尾に補助母音aが 含まれていると考 えている。起源的には存在 しな

か つた補助母音がこれ らの動詞語尾 に付与された時期は、うえでみたよ うに、ヒ

ッタイ ト語 の3人 称 単数過去語尾―taと懊形文字ル ウィ語の子音語幹に付 く3人

称単数過去語尾一ta、さらに同 じく襖形文字ル ウィ語の3人 称複数過去語尾一ntaの

場合はアナ トリア祖語 の時期であ り、襖形文字ル ウィ語 の母音語幹に付 く3人 称

単数過去語尾一taの場合 は共通ル ウィ語の時期 としている。いずれの場合 も、補

助母音aの 付与 によ り、語尾末のQは 実際に発音 されていた と考 えている。

 以上 のEichnerの 見 方 に は、い くつ かの 点で 問題 が あ る。 まず最 初 に、 Eichner

は語 末 に添加 され た挿 入母 音Qの 音価 を!a1あ るいは/a/と み な して い るが、これ は

正 し くな い。 従 来 、印 欧祖語 の5母 音 体系 は、 アナ トリア祖 語 で*oが*Qに 融合

した結果 、*Q、*e、*1、*uの4母 音 体系 にな った と考 え られ てい た。 しか しなが

ら、Melchert(1992)は ウムラ ウ トの影響 を受 けな か った こ とが確 実 な リュ キア語

の形 式 に注 目す るこ とに よつて 、アナ トリア諸 語 の母 音 につ ぎの2つ の対 応 が あ

る こ とを明 らか に した 。
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リュ キア語a=ヒ ッタイ ト語 α識 襖形 文字 ル ウィ語 α=印 欧祖 語*a

リュキ ア語e=ヒ ッタイ ト語 α=懊 形 文字 ル ウィ語 α=印 欧祖 語*o

後者 の対 応 は、た とえ ば、つ ぎの よ うな例 にみ られ る。 リュ キア語�e`into'_ヒ

ッタイ ト語 伽 面=襖 形文 字ル ウィ語 δηぬ=印 欧祖 語*endo(=ラ テ ン語endo)5)。

す なわ ち、ア ナ トリア祖 語 の段 階で は印欧祖語 の5母 音 体系 が な お存続 して い る

こ とが分 か つた。 した が って 、ここで問題 に してい る ヒ ッタイ ト語 と懊 形 文 字ル

ウ ィ語 の3人 称 単数 過 去 語 尾一taと 懊形 文字 ル ウ ィ語 の3人 称複 数 過 去 語 尾 一nta

は 、リュ キア語 の一tel-t驍ﾆ一ntEs"IC6こ対応 す るの で、それ ぞれ 印欧祖 語 の*-toと*-nto

に遡 る こ とに な る。 つ ま り、語 末 に付 与 され た補 助 母 音 は、/a/で も!a/で もな く、

/0/と い うこ とにな る。 しか しなが ら、一般 に言語 類型 論 的な 立場 か らは、101が 挿

入母 音(epenthetic v◎wels)と して現 れ る こ とは まれ で あ る6)。

 2番 目の問題 として、Eichnerが 考察の対象 にしているのはmi一動詞 の3人 称過

去語尾 だけであ り、hi一動詞や 中・受動態語尾を含む総体的な視点が欠 けてい る点

があげ られ る。Eichner自 身 も、彼の見方 によるとアナ トリア祖語 の時期につ く

られた3人 称複数過 去語尾*-ntaが 、ヒッタイ ト語 でhi一動詞語尾一erに取 って代 わ

られてい ると述べているが、そのプロセスは明確 に示 されていない。 さらに、ヒ

ッタイ ト語の一erに対応 する語尾が他のアナ トリア諸語 にみ られない理 由、お よ

び中・受動 態の3人 称過去語尾(単 複両方)が やは りヒッタイ ト語以外の言語で

欠 けている理 由が判然 としない。

 3番 目の 問題 として あげ られ るのは、語末 の補助 母音 の存在 がdi―in-kat-ta"(s)he

swore"に 代表 され るスペ リン グに よつて保 証 され る と考 えて い る点 で あ る。 この

見方 は、Oettinger(1979:96,237)、Melchert(1994:175f.)そ してKimball(1999:193f.)

に よつ て も支持 され て い る。彼 らの根拠 は、語末 の母 音 が ダ ミー で あ るな らば、

li-in―ka-atで十 分 で あ るはず な のに、実 際 にはli―in-ka―atとい うスペ リン グが 一例

も記録 され てい な い とい う点 にあ る。 しか しなが ら、彼 らの解 釈 がli-in-kat-taと

5)Cf . Melchert(1992:46).

6)Kager(1999:124)は
、"epenthet兤 segments tend to be realized as the`minimally marked'segment,

_"と 述 べ て い る 。 こ れ は 、 最 適 性 理 論 の 立 場 か らの 言 明 で あ り、 忠 実 性(f雄1】 血1ness)の 原

理 に 違 反 す る 場 合 で も 、[+low,+back,+round]と い う よ う な 有 標 の 母 音101が 挿 入 さ れ る こ と は

な い と い う主 張 で あ る 。 し か し な が ら、 挿 入 母 音 と して/o/が ま っ た く み ら れ な い わ け で は な

い 。 た と え ば 、Jay Jasanoff教 授 か ら受 け た 指 摘 で あ る が 、 トカ ラ 語Bで は 特 に 韻 律 テ キ ス ト

に 、 い わ ゆ る"bewegliche-o"が 顕 著 に み ら れ る(cf.ト カ ラ 語Bak緲k(o)"desire"、 トカ ラ 語A

緻�1"id.")  ,
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い うスペ リングか ら引き出され る唯一の解釈ではない。そ して実際に、次節で示

され るよ うに、別の違 つた解釈 を提出することが可能 である。

 以下の第3節 では ヒッタイ ト語の3人 称単数過去語尾一ta、第4節 では懊形文字

ル ウィ語の3人 称複数過去語尾一砿α、第5節 では懊形文字ル ウィ語の3人 称単数

過去語尾一taに対 して具体的に考察を試み る。

3.ヒ ッタイ ト語3人 称 単数過去語尾吻

 ヒ ッタイ ト語 のmi一 動詞3人 称 単数過 去語尾 として は 、-taと 一tとい う2っ の形

式 が あ る。一 般 に一taは子 音語 幹動詞 に(e.g., e―es-ta"(s)he was")、-tは 母 音語 幹

動 詞 に付 与 され る(e.g., i-e-it"(s)he made")。 伝 統 的 な見 方 で は、-taに 含 まれ て

い る末 尾 のaは 見 か けだ けで実 際 には発 音 され てい なか っ た とみ な され てい る7)。

この見 方 の背 後 に あ るのは、懊 形文 字表記 で は語末 の2子 音以 上 の連続 が書 き表

わせ ない た め に、子音 語幹 に付 く―taのaは ダ ミー で あ り、印 欧祖 語 の2次 語尾

*-tが そ の まま保 持 され て い る とい う考 え方 であ る。 す なわ ち 、第1節 でみ た よ

うに 、独 自の言 語学 的根 拠 が ない 限 り語 源 的な解 釈 を優 先 しよ うとい う考 え方 、

つ ま り歴 史 的 に古 い状 態 がそ のま ま保 持 され て い る とみ なす 考 え方 で あ る。しか

しなが ら、この よ うな慎重 な立場 を貫 こ うとして い るMelchertで さえ、この場 合

につ い て は、 以下 の言 明 にみ られ るよ うに、―taとい う文 字 に含 ま れて い るaは

実 際 に読 まれ てい た と主張 してい る。

"Ifollow Eichner&Oettinger in assﾘg a secondary"prop vowel"in pret
.3rd

singulars like駱ta`took'<*駱t,... The reality of the vowel is supported by the

spelling e-ku-ut-ta for/馮ta/`drank', where**e-ku-ut would have been sufficient to

spe皿areal**16gwt1, and byク 局 π一kat-ta`presented'and li-in-kat―ta`swore'."(Melchert

1994:176)

す なわ ち 、Melchertは 、 e-ku-ut-ta、 hi-in-kat-ta、 li-in-kat-taな どにみ られ る末尾 に

付 け られ た一taと い う文 字 が語 源 的 には なか った補助 母 音 の存 在 を裏 付 け る決 定

的 な根拠 と して受 け止 め てい る。 しか しなが ら、これ らの形 式 に付 与 され てい る

―taに対 して 、 まつ た く違 つた解 釈 を施す こ とが 可能 で あ る。

 は じめに2つ の重要な事実 を指摘 したい。まず、一見余分に付与 されているよ

うにみ える一taによって特徴付 けられ る動詞語幹 には共通の特徴がみ られ ること

である。-taが 現れるのは、子音動詞語幹の うち、語幹末に子音連続 を持つ もの

7)Pedersen(1938:98)
、 Sturtevant(1951:141)、 Kronasser(1956:31)な ど を み ら れ た い 。
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か(e.g., hink-, link-)、 唇軟 口蓋音(labiovelar)を 持つ もの(e.g., eku-/egw-1)に

限 られ て い る。hi-in-kat-taやe-ku-ut-taに よってそれ ぞれ 代表 され る これ らの2つ

の タイ プ に つい て は、 スペ リン グの うえで語尾 の直 前 に母音a、uが 書 かれ てい

る。 しか しな が ら、 これ らの母 音 のいずれ も実 際に は読 まれ てい な か つた。語 幹

末 に子 音連 続 を持 つ タイ プにつ い ては 、子音 で始 まる語尾 が付 く場合 、3子 音連

続 が生 じるが、襖 形 文字 書 記 法で は3子 音連続 を忠 実 に書 き表 わす こ とがで きな

い。 した が つて 、ス ペ リン グで は ダ ミー の母 音 を差 し挟 ま ざる を えな い。 ま た、

e-ku-ut-taに 代 表 され る語 幹末 に唇軟 口蓋 音 を持つ タイ プ につ いて も、同様 で あ る。

e-ku―uP-taに含 まれ るkuと い う文字 は 印欧祖 語 の唇 軟 口蓋 音1gw1を 継 承 してい る8)。

/gw/が 継 承 され て い る こ とは 、1人 称複数 現在 のe-ku-e-n�/egweni/(<*egWweni)と

い う形 式 に よつて保 証 され る。も し1gw1が1gw1に な つてい た な らば 、 e-ku-um-me-ni

(<*eQuweni)と い う形 式 が1人 称複 数 現在形 と して 予想 され るが 、そ の よ うな形式

は実 在 しな い9)。 要す るに 、hi―in-kat-taやe-ku-ut-taと い うスペ リング は語 尾 の

前 に母音 を含 ん でい るが、いずれ の場合 もその母音 は実際 に は発音 され て いな か

つた。

 2番 目の注 目す ぺ き事 実 は 、語末 に付 与 され る文字 はつ ね にtaで あ る とい う点

で あ る。 も しも補 助母 音 が本 来 の語尾 に付加 され てい るな らば、taの 代 わ りにQ

とい う文 字 も使 われ て よい と考 え られ るがa実 際に用 い られ てい る の はtaに 限 ら

れ てい る(**ク ∫-in-kat-a、**e-ku-ut-a)。 したが つて、 スペ リン グの うえで はtが

母 音 間 で つね にダ ブル で現れ てい る こ とにな る(hi-in-kat-ta、 e-ku-ut-ta)。

 さて 、母 音語 幹動 詞 の3人 称単 数過 去形 に母 音 で始 ま る後 僑辞 が付 与 され る と

き、語 尾一∫は シ ン グル で綴 られ る(e.g.,pa羡-as"went-(s)he")。 一般 に、 ヒッタイ

ト語 で は印 欧祖 語 の無 声 閉鎖 音 は母 音 間 において ダブル で書 かれ るが 、有 声 閉鎖

音 はシ ン グル で書 かれ る(*tに つ いて は―tt一あるい は一ﾘ一、*dに つ い て は一t一あるい

は一a―と書 かれ る)。 これ は、 いわ ゆ るrス ター トヴ ァン トの 法則 」 と して よ く知

られ てい るが、 うえ のpa羡-Vas/p緤d-as/と い う例で語 尾一tがシ ングル で 書 かれて い

る こ とか ら分 か るよ うに、 ヒッタイ ト語 で は語 末 の閉鎖音 が 弱化 して い る(*-t〉

*-d) 。 この語 末 閉鎖 音 の弱 化 はおそ ら く母音 の後 で のみ 生 じた と考 え られ る。

そ の理 由は 、子音 の弱化 は直前 の母 音 に よつて 引き起 こされ る こ とが多 い か らで

あ る。 た とえば 、古 ラテ ン語 の3人 称 単数 の2次 語 尾―d(<*―t)は 母音 で終 わ る動

詞語 幹 に おい て のみ み られ る。esed「sum"I am"の3人 称 単数未 来形(歴 吏 的 に

は接 続 法)」 、feted肋c∫o"I mﾘe"の3人 称 単数 完 了形 」 、s冾d「sumの3人 称

8>実 際 に は
、 語 尾 の 一tから の 逆行 同 化 に よつ て 、[kW】と読 ま れ て い た に 違 い ない 。

s>Cf . Lindeman(1965:30).
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単数 接続 法(歴 史 的 に は希 求法)」 。これ に対 して 、直前 に子 音 が あ る場 合 には 、

語 末 の閉 鎖音 は脱 落 す る(e.g., lac`mUk'<latt)。 また 、他 のイ タ リック諸語 で

も、語 末 の 閉鎖 音 は直前 に子 音 があ る場 合 と母 音 が あ る場合 とで は異 な る変化 が

生 じて い る。 た とえば 、子音語 幹 に語 尾*-tが 付 いた ウンブ リア語fust"erit"に 対

して、 母 音語 幹 に*―tが 付 いた オス ク語fus冝"foret"の 場合 には弱 化 がみ られ る。

これ らの事 実 に基 づ けば 、ヒッタイ ト語 にみ られ る語 末 閉鎖 音 の弱化 も子 音 の直

後 で は生 じなか つ た と考 える こ とがで き る。以上 の考 察 を踏 ま え る と、 うえで論

じたhi-in-kat-taの タイプ(語 幹 が2子 音連 続 で終 わ るタイ プ)とe-ku-ut-taの タイ

プ(語 幹 が唇 軟 口蓋 音で 終わ る タイ プ)に 対 して 、EichnerやMelchertな どが示

した 見方 とはま つ た く異 なる解 釈 が引 き出 され る。す な わ ち、taが 余 分 に付与 さ

れ て い な い な らば 、**hi-in-katや**e-ku-utと い うスペ リン グに な り、直前 に母 音

が書 か れ て い るた めに末 尾 の閉鎖 音が 弱化 を受 けてい る と受 け取 られ かね ない。

した が つ て、 ヒ ッタイ トの書記 た ちは、 これ らの2つ の タイ プの動 詞 に付 与 され

る―tとい う語 尾 が弱化 され て いない とい うこ とをスペ リン グの うえ で明瞭 に示す

た め に、taと い う文 字 を余分 に付 けた とい う解 釈 で あ る10)。

 この新 しい解釈 は、類型論 的な立場お よび ヒッタイ ト語史的音韻論の立場か ら

み ると十分に妥当 と言 えるが、これにより強い説得力を与 えるには、ヒッタイ ト

の書記が 同様 の 目的で子音をダブル で綴 つた と考 え得 る別 の独 自の根拠 を示す

必要がある。以下では、実際にその ような根拠が ヒッタイ ト資料内部にあること

を示 したい。

 再 帰 を表す 後 僑辞Vz/-zaが 文連結 詞nuに 付 くとき、通 常 ημ一zαと綴 られ る。こ

のnu-zaと い うスペ リングは後期 ヒ ッタイ ト語 で はほ ぼ一般 化 され て い るが、古

期 ヒ ッタイ ト語 のオ リジナル の粘土板 で は 、そ の例 は あま り多 くない11)。 これ

10)ダ ブ リ ン グ に よ つ て子 音 が 弱 化 され て い な い こ と を示 す や り方 は
、懊 形 文 字 を使 用 す る

言 語 だ け の 特 徴 で はな い。 た とえ ば 、古 期 ア イ ル ラ ン ド語 に も並 行 例 が あ る。do-beirと 綴 ら

れ る形 式 を 例 に あ げ る と、接 頭 辞 の後 のbが 弱 化 して い る場 合 は 関 係 形(relative form)に な

り、"who bears"あ る い は"bears whom"を 意 味 す る が 、bが 弱 化 して い ない 揚 合 は定 動 詞 にな り、

"(s)he bears"を 意 味 す る
。 両 者 を 区別 す る た め に 、テ キ ス トに よ つ て は 後 者 がdo-bbeirと 綴 ら

れ て い る。 子 音 の ダブ リン グ と子 音 の 非 弱 化 の 問題 に つ い て は 、Greene(1956)に 詳 しい。 こ

の 重 要 な論 文 の 存 在 を ご教 示 くだ さつ たJoseph Eska教 授 にお 礼 申 し上 げ た い 。

11)古 期 ヒ ッタ イ ト語 の オ リジナ ル の粘 土板 で
、nu-Zaの 例 はKBo VI 2115、 KBo XXV 1031

2、KUB XXXI 143118、 KUB XXXI 1431115、 KBo XXV 54115に み られ る。 KBoとKUBは 、

そ れ ぞ れKeilschrifttexte aus Boghazk�(Berlin)とKeilschrifturkunden aus Boghazk�(Berlin)と い

う粘 土 板 テ キ ス トの 略 で あ る 。
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に対 して 、古期 ヒ ッタイ ト語 で はnu-uzとnu-uz-zaと い う別 の スペ リン グが多 く

み られ る12)。 さ らに、古 期 ヒ ッタイ ト語 には、再 帰 小辞 がnuで は な く、taと い

うnuよ りも古 い文 連結 詞 に後接 す るta-azと い う形 式 が記 録 され て い る13)。 こ

こで注 目 した い の は、機 能 は 同 じであ る文連結 詞nuとtaに 後 衙 辞 が付 与す る と

き、スペ リングの うえで ギ ャ ップがみ られ る ことで ある。nu-uz、 na-vQ.S"and-(s)he"、

na-an"and-him(her)"な どに対応 す るta-az、 ta-as、 ta-anな どは記 録 され てい る。

しか しな が ら、nu-uz-zaに 対応 す る**ta-aZ-zaは 一例 も記 録 され て い ない。 この ギ

ャ ップを理解 す る こ とは 困難 では ない。-zaが よ り新 しい文連 結詞 であ るnuを 含

む スペ リン グ にはみ られ るが(nu一 麗z-za)、 よ り古 いtaを 含 む スペ リング にはみ

られ ない こ とか ら、-zaが 付 与 され たのは古期 ヒ ッタイ トの比 較 的新 しい時期 で

あ り、nu-uzの ほ うがnu●uz-zaよ りも古 いスペ リン グで あ つた と考 え られ る14)。

 それ で は、ヒ ッタイ トの 書記 は何 故nu-uzにzaと い う文 宇 を付 与す るよ うに な

つた ので あ ろ うか。zaに 含 まれ て い るaは ダ ミー で あ るた め に15)、nu-uzと

nu-uz-zaの あい だ に言語 変 化 は考 え られ ない。 したが つて、 両者 の違 い はスペ リ

ン グだ け の違 い であ る と考 え られ る。新 しいnu-uz-zaと い うスペ リング に よつて 、

一 体書記 は何 を表 そ うと した ので あろ うか
。納 得 のい く答 は 、新 た にzaを 付 与

12)nu -uzはKBo XVII 36 ffi 11(OH)、 KBo m 40 ,2(OH++)、 KBo XX 22110(OH)、 KBo XVII

33,4(OH)、 ABoT 35,8(OH)に 、 nu-uz―ZaはKBo VI 2 I 6(OH)、 KBo VI 2 i 47(OH)、 KBo VI 2

117(OH), KBo VI 21132(OH), KBo XXII 2 Vs.12,13,17(OH), K$o XX 8111(OH), KBo III

40,13(OH++)、 KBo XVII 32,11(OH+)、 KUB XXVffi 45(OH++)に 記 録 さ れ て い る 。 OHは 古

期 ヒ ッ タ イ ト語 の オ リ ジ ナ ル の 粘 土 板 、OH+は 古 期 ヒ ッ タ イ ト語 の 中 期 ヒ ッ タ イ トに お け る

コ ピ ー 、OH++は 古 期 ヒ ッ タ イ ト語 の 後 期 ヒ ッ タ イ トに お け る コ ピ ー を 意 味 す る 。

13)nuと 異 な り
、taは 古 期 ヒ ッ タ イ ト語 の テ キ ス トに の み 使 用 さ れ 、 後 の テ キ ス トに は 現

れ な い 。ta-azが 現 れ る 個 所 は 以 下 の と お り で あ る(cf. Yoshida forthcoming)。KBo VI 2皿8

(OH)、 KBo XXV 131110(OH)、 KBo XVII 741132(OH+)、 StBoT 25 Nr.251V 4(OH)、 KBo XX

8Vs.20(OH), KBo XXV 34 Vs.22(OH‐), KBo XXV 37 Rs.8(OH), KBo XXV 38,7(OH),

KBo XXV 40,6(OH), KBo XXV 65,10(OH), KBo XX 18 Rs.1(OH), KBo XXV 84110(OH)a

OH-は 古 期 ヒ ッ タ イ ト語 の テ キ ス トで あ る が 、どの 時 期 の コ ピ ー で あ る か が 不 明 の 粘 土 板 を

意 味 す る 。StBoTはStudien zu den Bogazk�-Texten(Wiesbaden)の 賂 。

14)こ れ に 対 し て
、nu-uz-zaが 後 の ヒ ッ タ イ ト語 でnu―Zaと 綴 ら れ る よ う に な つ た 理 由 は 、

い わ ゆ る 「簡 略 綴 り 」 に よ る 。uzと い う文 宇 は 比 較 的 画 数 が 多 い た め に 省 略 さ れ る よ う に な

つ た の で あ る 。

15) -ZCIに 文 小 辞 一sanが 後 接 す る 場 合([-ts-san])、-za-an[-tran]と 綴 ら れ る こ と に 注 意 され

た い 。
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す ることに よって、末尾 の破擦音が弱化 していない ことを明瞭に示すためであつ

たと考 える以外にはないであろう。Zaの 付加 によって、母音間でダブルの一zz一が

得 られ ることに注 目され たい。

 nu-uz-zaが アナ トリア祖 語 の*n勛黎iか ら導 かれ た こ とは間違 いない16)。 この連

続 にお い て、 再帰 小辞*-tiは ア クセ ン トの ある短母 音 に先 行 され て い るため に、

子音 の 弱化 規則 は適 用 され なか つた17)。 他 方 、古 期 ヒ ッタイ ト語 のオ リジナル

の粘 土板 に は 、母 音 問 で シ ングル の一z一が み られ る例 が あ る。 それ は ..-ni-za

"when -they-(reflexive)"KBo VI 2 I 6と い うシン タグマ で あ る18) 。 このma-a-ni-za

は 、お そ らくアナ トリア祖 語 の*m穗―0胡 に遡 る と考 え られ る19)。 この連続 にお

い て、*tは ア クセ ン トの落 ちない母音 問 に位 置 す るた め に弱化 規則 を受 けた結果 、

後 に*dに な つ た。 した が って、nu-uz-ZUに み られ るダ ブル の一zz一と0-a-ni-zaに み

られ るシ ン グル の一z一は 、破擦 化 を受 け る前 の再 帰小 辞 の ヴ ァ リア ン ト*―tiと*-di

の あい だ にみ られ る対 立 を忠 実 に反 映 して い る と考 え られ る20)。

 以 上 の議 論 か ら、nu-uz―zaのzaは 末 尾 の破擦 音 が 弱化 して いな い こ とを示 す た

め に付加 され て い るこ とが明 らかに なった。 この知 見 は、li-in-kat-taやe-ku-ut-ta

な どにみ られ る末尾 のtaも 同様 の理 由で付加 され て い る とい う見 方 に対 して 、実

質 的 な裏付 け を与 え る もので ある。 したが って、 ヒ ッタイ ト語 の3人 称過 去語 尾

16)*n冾ﾆ い う再 建 形 に つ い て は
、サ ンス ク リ ッ ト語n冝A ギ リシ ア 語vvな どを 参 照 。ま た 、

ヒ ッタ イ ト語 以 外 の ア ナ トリ ア諸 語 で は、*鋸 とい う再 帰 小 辞 の 再 建 形 は 破 擦 化 を受 けて い

な い。 懊 形 文 字 ル ウ ィ語 一ti、象形 文 字 ル ウ ィ語 一π、-ri、 リュ キ ア語 一ti(-d�)。

17)ア ナ ト リア祖 語 に 生 じた 子 音 の弱 化 規 則 に つ い て は
、Eichner(1973)お よびMo1purgo

Davies(1982/83)に 詳 しい 。 この 規則 が 働 く環 境 は、 ア ク セ ン トの 落 ち る長 母 音 の後 、 お よび

ア クセ ン トの 落 ち な い 母 音 間 で あ る。 ま た 、 ヒ ッ タイ ト語 の 破 擦 音 につ い て も、 弱 化 と非 弱

化 の対 立 が あ っ た こ とが 、Yoshida(1998a、1998b)で 主 張 され て い る。

18>こ の 場 合
、シ ン グル の一Z一が簡 略綴 りに よ る とは 考 え られ な い。 なぜ な ら、省 略 され な い

場 合 に 予 想 され るizは わ ず か3画 の文 字 で あ るた め、 省 略 され る動 機 が な い か らで あ る。

19)* -ofと い う後 僑 辞 は ギ リシ ア 語OL 、 サ ン ス ク リッ ト語teな ど に比 定 され る。

20)こ の 見 方 は
、1999年 にW�zburgで 開催 され た 第4回 国 際 ヒ ッ タイ ト学 会 議 で 発 表 した

(Yoshiﾘforthcoﾘgを 参 照)。*rだ け で な く、*dも ヒ ッタ イ ト語 の 先 史 に お い て 破 擦 化 し

た こ とは 、siu-"god"とsivatt-"ﾘy"と い う形 式 か らも支 持 され る。 詳 し くは 、 Yoshida(2000)

をみ られ た い 。 ま た 、 中動 態 過 去 語 尾 に付 与 され る一tiとい う小 辞 が破 擦 化 を 蒙 つ て い ない 理

由 に つ い て は 、Yoshida(2001)で 論 じ られ て い る。
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の一taに含 まれ るaは 見かけだけで実際には読 まれていなかつた と結論付 け られ

る21)。

4。 襖形文字ルウィ語3人 称複数過去語尾 伽

 第2節 でみ たよ うに、襖形文字ル ウィ語の3人 称複数過去語尾一ntaはリュキア

語の一一°te/一"t�ﾉ対応す るので、印欧祖語の*-ntoと い う再建形に遡 ることにな る。

この再建形 に対 して、3人 称複数能動態 〃ル動詞過 去語尾*-ntに 補助母音*oが 付

与 された とい う解釈 を与えることはできない。何故な ら、第3節 で示 した ように、

補助母音 の存在を裏付ける積極的な根拠はない し、仮 にアプ リオ リには不可能で

ないにしても*oと い う補助母音は考えに くいか らである。 したが つて、*-ntoと

い う再建形 はアナ トリア祖 語の早い時期 には じめか らあつた と考 えなけれ ばい

けない。 さて、 この再建形 は印欧祖語に推定 され る中・受動態過 去語尾 と同一 の

形式である。襖形文字ル ウィ語の一ntaとい う語尾が、1人 称単数過去語尾 の一haや

3人 称単数過去語尾の一taとともに、中・受動態語尾 に来源す るとい う可能性 はこ

れ までにも指摘 されていた22)。 しか しながら、それ らの指摘には十全 な裏付 け

があるわ けではなかつた。 この節では、アナ トリア諸語 の動詞体系の歴 史のなか

で、どのよ うな位置づ けが懊形文字ル ウィ語3人 称複数過去語尾ntaに 与え られ

るのかを明 らかに しなが ら、最終的にはWatkinsやJasanoffが 行 つた推定が正 し

いこ とを示 したい。

 アナ トリア祖語の早い時期に再建 し得 る〃2'鋤詞 、hi一動詞、中・受動態の3人 称

複数過去語尾 は以下のとお りである。アクセン トの落ちる位置が語幹か語尾かに

よつて、質的母音 交替 などを ともな うヴァリアン トがみ られ る23)。

21)同 じ く ヒ ッ タ イ ト語 の ス ペ リ ン グ を 扱 つ た 研 究 の な か で
、Kavitskaya(1999:558)は っ ぎ

の よ うに 述 べ て い る 。"Melchert(1994:176)assumes, following most recently Eichner(1975:80)

and Oet血tger(1979:96), that the foral vowel in(13')(=li-in-kat-ta, etc.[=K.Y.】), as well as in the

other 3rd singular preterite forms, is linguistically real since the spell血g li-in-kat would be sufficient

to render/!inkt/. This seems to imply yet a different type of epenthesis in word-forel obstruent+

obstruent clusters. At this time, l cannot offer more insight into this problem."し か し な が ら 、 彼

女 は 悩 む 必 要 の な い 問 題 で 悩 ん で い る の で あ る。 何 故 な ら 、 こ の 問 題 に 関 す るMelchertの 解

釈 は 誤 っ て お り 、li-in-kat-taに 代 表 さ れ る 形 式 に は2次 的 な 挿 入 母 音 が 存 在 し な い か ら で あ

る 。

22)た と え ば
、Watkins(1969:174)やJasanoff(1988:73)を 参 照 さ れ た い 。

23)以 下 の 再 建 は
、Yoshida(1991:371)に 部 分 的 修 正 を 施 し た も の で あ る 。 中 ・受 動 態 に 再 建

さ れ て い る 語 尾 に つ い て は 、そ れ ぞ れ サ ン ス ク リ ッ ト語 のvis疣te"they enter"、疽ate"they sit"、
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初 期 ア ナ ト リ ア 祖 語

mi一動 詞    *一駭t‾*二nt<

hi―動 言司      *一駻_*=r

中 ・受 動 態  *一駭to-*二nto‾*-nt�

これ らの 再建 形 は 、ア ナ トリア祖 語 内部の後 の歴 史 に生 じた2つ の変化 の影響 を

受 け た。 それ らは ともに 〃21一詞 に作用 した変化 で あ る。 ひ とつ は語 末 の*tが 鼻

音nの 後 で 消失 す る音 変化 で ある24)。 も うひ とつ は 、hi一動 詞 に固有 の語尾*一駻

が*-i�/�¥お よび*-sk�/�¥とい う接 尾辞 を持つ 〃Zl一動詞 に も広 が つた結 果、*-i駻お よ

び*-sk駻で 終 わ るmi一動詞 がつ く りだ され る形 態変化 で あ る25)。 これ らの2つ の

変 化 を蒙 っ た後 、 うえに示 した3人 称複数 過去 語尾 はア ナ トリア祖 語の後 期 の段

階 で は、以 下 の よ うにな つた(ア クセ ン トの位 置 は、 こ こでの 問題 に関与 しない

の で省 略 した)。

後 期 ア ナ ト リ ア 祖 語

mi―動 詞    *-en_*-nt*―er

が動 詞    *-er-*才

中 ・受 動 態  *.nto *-ntoO

 この状態 はアナ トリア諸語が祖語か ら分岐 した時点ではなお保持 され ていた

が、書記記録 を持つ どの分派諸語においてもそのままのかたちでは保たれていな

い。 しか しながら、うえの再建形 を考えることによつて、分派諸語にみ られる動

詞体系が どのようなプロセスを経て成立 したのかが無理 なく理解できる。すなわ

ち、 ヒッタイ ト語の先史 においては、中・受動態語尾 はそのまま保持 されたが、

もともとhi一動詞 に特有 であった*-erはmi一動詞にも一般化 され、本来 雁 動詞 の語

duhaP�"they milk�に 代 表 され る形 式 に継 承 され て い る。

24)ヒ ッタ イ ト語 の 単 数 主 格 ・対 格 中性 の 形 容詞hitman"a11"に 対 す る 単 数 属 働 伽 伽4雄
、襖

形 文 字 ル ウ ィ語 の 単 数 呼格p(J-an(=DTarhuuan<*trh2駭t)``Storm God"に 対 す る単 数 主 格 共 通

性DTarhunzaな ど に よ って 、 この 変 化 が 生 じた こ とが 支 持 され る 。

25)こ の 形 態 変 化 を 想 定 す る根 拠 は
、ヒ ッタ イ ト語 のmi― 動 詞3人 称 複 数 過 去 形 に一QY(<*-r)

で は な く、-er(<*一駻)が 一 般 化 され て い る とい う事 実 で あ る。詳 し くは 、 Yoshida(1990:114、

1991:365f.)を み られ た い 。
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尾 で あ つ た*一θη一*―ntOを 完 全 に 駆 逐 し た 。 ま た 、 実 質 的 に は*-rOに も 取 っ て 代 わ つ

た26)。

 これ に 対 して 、ル ウィ系諸 語(懊 形文字 ル ウィ語 、象形 文 字ル ウィ語 、 リュキ

ア語)で は 、mi―動 詞語 尾*-en(<*-ent)が 共通ル ウ ィ語 の 時期 に 中 ・受動 態語 尾

*―nto(*―nto)の ヴ ァ リア ン トと再解 釈 され た結果 、*-ntoに 取 つ て代 わ られ た27)。

さ らに この*-ntoは 、*―er(*-rO)も 駆 逐 し、3人 称 複 数過 去 を表 す 一般 的 な語尾 と

して用 い られ る よ うにな った。襖形 文字 ル ウィ語 一nta、象形 文 字 ル ウィ語ntQ、 そ

して リュ キア語 ―etel ntCと い う実 際 に記 録 され てい る語 尾 は、後 に起 こった母 音変

化 を除 け ば 、 この*一脚 を忠実 に伝 承 してい る。

 第2節 で指摘 したEichnerの 見方に内在す る2番 目の問題 点、つま りヒッタイ

ト語で 配'動 詞 に もhi一動詞 にも3人 称複数過去語尾 として一erが一般化 してい る

理 由、 ヒッタイ ト語以外 のアナ トリア諸語 で一erに対応す る語尾が欠如 している

理 由、 さらにル ウィ系諸語 についての一般 的なハ ン ドブ ックで中・受動態の3人

称過去語尾がまつた く提示 されていない理由は、うえで示 した分析 によつてごく

自然 に説 明す ることがで きる28)。

5.襖 形文字ル ウィ語3人 称単数過去語尾一ta

 うえの第3節 で 、 ヒ ッタイ ト語 で は語 幹 が子音 で終 わ るか、母音 で終 わ るか に

よつて 、語 尾 を表 す 文字 が 一taと一vtとの あい だで 交替 す るこ とをみ た(e―es-ta vs.

26)* -erに よ る一 般 化 を免 れ た 例 と してuemiiar"they found"な どの 少 数 の 動 詞 が あ る。 そ れ

らは す べ て 古 い 時 期 の 粘 土板 に記 録 され て い る。

27)ま つ た く 同 じ形 態 変 化 が リグ ・ヴェ ー ダ に(さ らに古 ペ ル シ ア 語 とギ リシ ア語 に も)み

られ る こ とがJamison(1979)に よ っ て報 告 され て い る。 つ ま り、 能 動 態3人 称 複 数 ―anが 中 ・

受 動 態3人 称 複 数 の 一ntaに 置 き換 わ って い る の で あ る。 この 変 化 は リグ ・ヴ ェ ー ダ な どで は

限 られ た 範 囲 に しか み られ な い が 、 ル ウ ィ系 諸 語 で は*-ntoが 完 全 に 一 般 化 され て い る。

28)パ ラ ー 語 で もル ウィ 系 諸 語 と同 じ く、 ヒ ッタイ ト語 の一erに 対 応 す る3人 称 複 数 過 去語

尾 が 欠 け て お り、-ntaと い う語 尾 しか 記 録 され て い ない(e.g., lu-ki―in-ta"divided")。 パ ラー

語 の一ntaと い うス ペ リ ン グ に 対 して 、 ル ウィ 系 諸 語 と同 じ歴 史 的 な 解 釈 を 与 え る こ とは もち

ろ ん 可 能 で あ るが 、 つ ぎ に示 す 別 の 見 方 も有 力 で あ る。 パ ラー 語 で は 、 ル ウ ィ 系 諸 語 の 場 合

と 違 っ て 、3人 称 単 数 過 去 形 は つ ね に 一Vrと い う語 尾 を 持 っ て い る(e.g., lu-ki-i-it"(s)he

divided")。 これ は 明 らか に 、 本 来 の能 動 の語 尾*-rを 継 承 して い る。 した が つ て 、 パ ラ ー語

の一ntaと い うス ペ リン グ は 、3人 称 単 数 現 在 一か3人 称 単 数 過 去 一t(―の=3人 称 複 数 現 在 ―nti:

3人 称 複 数 過 去Xと い う類 推 の 比 例 式 に 基 づ い て 、ア ナ トリア 祖 語 の*-θπ に再 び 歯 茎 閉 鎖 音

が 付 与 され た 一nt(あ る い は 一nd)を 表 して い るの か も しれ な い 。
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i-e-it)。 これ に対 して、襖形 文字 ル ウィ語 にお いて は 、子 音語 幹 で あ るか母音語

幹 で あ るか に かか わ らず 、3人 称 単数過 去形 は つね に 一taと い う文 字 で終 わ るた

め(α 一as-ta"(s)he was"vs. a一勛麒-ta"(s)he came")、 語尾 末 のaは ダ ミーで はな く、

実 際 に発 音 され て いた と考 え られ る。 この一taとい う語尾 は、 リュキア語 の一teノーt�

に対応 す るの で 、歴 史 的 には*-toと い う祖 形 に遡 る。3人 称 複数 過 去語 尾 一nta(<

* ―nto)の 場 合 と同 じ理 由か ら、 この*-toを3人 称 単数 能動 態過 去 語尾*-tに 補助

母 音*oが 付 い た もの と解 釈す る ことはで きない。 した が って 、*-toと い う語 尾 は

最 初 か らア ナ トリア祖 語 に存在 して いた と考 えな けれ ばい け ない。す で に第4節

で み た よ うに、3人 称 複 数過 去形 に再建 され る*-ntoと い う語 尾 と同 じく、*-to

も印 欧祖 語 の 中 ・受 動態 語 尾 と形 式 の うえで合 致す る。3人 称 複 数 の*-ntoが 中 ・

受 動 態 に遡 るの で あれ ば 、3人 称 単数 の*-toも 同 じく印 欧祖 語 の 中 ・受 動態 に遡

る蓋然 性 は きわ め て高 い と言 え るだ ろ う。本節 で は、 それ で は何 故 中・受 動 態過

去語 尾*-toが ル ウィ系 諸語 にお いて過 去 を表 す一般 的 なマー カー として用 い られ

る よ うに な った か とい う問題 を考 えた い。

 この 問題 を考 え る際 に 、 きわめて 重要 な鍵 を担 うと思 われ る言語 事 実 が あ る。

それ は、襖形 文 字ル ウィ語 、象 形文字 ル ウィ語 、 リュキ ア語 の あい だで 同源 と考

え られ るmi一 動詞 に は2つ の グル ープ が ある とい うこ とで あ る。 ひ とつ は、現在

形 や 過 去形 にか か わ りな く、3人 称単数 語尾 の歯 茎 音 が母 音 問 にお い て、-t-(襖

形 文 字 ル ウィ語)、 ―t-/-r-(象形文 字ル ウ ィ語)、-d-(リ ュキ ア語)と い う対応

を示 す グル ー プ(グ ル ー プD、 も うひ とつ は、-tt-(懊 形 文 字ル ウ ィ語)、-t-(象

形 文 字ル ウィ語)、-t-(リ ュ キア語)と い う対応 を示 す グル ー プ(グ ル ー プII)

で あ る29)。

        懊 形 文字 ル ウィ語  象 形 文字 ル ウ ィ語  リュ キア語

3人 称 単数 現 在 1.-ti且 一tti   I.-tiノーri II.一"   1.-di II.-ti

3人 称 単数 過 去  一ta  .tta    -tal.ra .ta    -de  .te

グ ル ー プ1の 動 詞 の 例 と し て は 、 懊 形 文 字 ル ウ ィ 語a-ta"(s)he made"、 象 形 文 字

ル ウ ィ 語瘉�+ra/i、 リ ュ キ ア 語adi/edi, ade%de、 グ ル ー プIIの 例 と し て は 、 襖 形

文 字 ル ウ ィ 語ti-ua-da-ni-it-ti"(s)he curses", ti-ua-ta-ni-ia-at-taな ど が あ る30)。 動 詞

29)象 形 文 宇 ル ウ ィ語 の グル ープ1に 属 す る動 詞 に お い て は
、語 尾 一ti、―taがそ れ ぞ れ 一ri、-ra

と交 替 す るが 、 グル ー プIIに 属 す る動 詞 に は この よ うな 交 替 が み られ な い 。

30>hi ―動 詞 の3人 称 単 数 過 去 語尾 に つ い て は 、 グル ー プIIの 〃ti一動 詞 語 尾 と同 じ対 応 が み

られ る 。 こ の 事 実 に対 す る歴 史 的説 明 につ い て は 、Yoshida(1993:34)を み られ た い。
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語尾 に この2種 類 の対応 が あ るこ とは、Morpurgo Davies(1982183:259)に よつて は

じめ て指 摘 され た。 グル ー プ1の 現在語 尾 にみ られ る弱化 した歯茎 音(懊 形 文字

ル ウィ語 で は母音 間の シ ン グル の一t-、象形 文字ル ウ ィ語 で は ロ タシズ ム を受 け た

-r一と交替 す る一t―31)、リュ キア語 で はアル ファベ ッ トで 書 かれ た一d-)は 、注17)

で示 した アナ トリア祖 語 の時期 に生 じた子音 の弱 化 規 則 に よっ て もた ら され た

と考 え られ る。 しか しな が ら、グル ー プ1の 過 去語 尾 にお いて も弱化 した歯 茎 音

が一 貫 してみ られ る こ とは、どの よ うに説明す れ ばい い ので あ ろ うか。Mo五purgo

Daviesは 事 実 の指 摘 だ けに と どま ってお り、 その理 由 にっ い て は触 れ て い な い。

 アナ トリア祖 語 に お け る3人 称 単数 の 纏動 詞過 去語 尾 と しては 、子 音語 幹 動

詞 で は*-t、 母 音 語 幹動 詞 で は語末 で弱化 を受 けた*―dが 建 て られ るで あ ろ う。 と

ころが 、ア クセ ン トを持 つ接 尾辞*-i�/��を取 る母音 語 幹動 詞 の場 合 、過 去形*-Z驤黎

の*-tは 、 うえで述 べ た よ うに、語末 に来 るた め弱 化 を受 けた結 果*-dに な る が、

現 在形*―i驤黎iの*tは 注17)で 示 した弱化 規則 が適 用 され る構 造 記述 を満 た さな い

ため に、弱 化 を受 けな い。 したが って、分岐 前 のアナ トリア祖 語 にお い て 、*-i�/��

とい う接尾 辞 を取 る動 詞 は過 去語 尾*-dに 対 して 、現在 語尾 は*-tiで 特徴 付 け ら

れ て い た と考 え られ る32)。 しか し なが ら、襖 形 文 字 ル ウ ィ語 で は 、 うえ の

ti-ua―da-ni-it-ti、 ti―ua―ta-ni-ia-at―taやa―ri-it-ti,(a-)a-ri―it-ta"(s)he raised(?)"1こ 代 表 さ

れ る よ うに33)、 一 貫 して―tt―とい うスペ リン グが 用 い られ てい る。 過 去 語尾*-4

は何 らか の2次 的 な 変化 を蒙 つ たに違 い ない。

 この問題はつぎの よ うに考えれば、もっとも容易に説明 され る34)。 共通ル ウ

ィ語 の段階で、語末の歯茎音は消失 した。この音変化 は、つぎのよ うな例 によっ

て裏付け られ る。 ヒッタイ ト語urelit"mead"に 対す る襖形文字ル ウィ語malli。 関

係代名詞の単数 中性 主格 ・対格 ヒッタイ ト語%iLlltに対す る襖形文字ル ウィ語ku蛛A

リュキア語il 35)。 さらに、この変化は 加ゴ動 詞の3人 称単数過去語尾(*-t、*-d)

にも作用 した。この音変化 の結果、語尾 を持たない機能的に不透明な形式がっ く

られたが、この形式 の機能 的位置付 けを明瞭にす るために、3人 称複数過去形の

31)象 形 文 字 ル ウィ 語 に は 有 声 のdを 含 む 音 簾 文 字 は な い た め
、rは 無 声 歯 茎 音 と有 声 歯 茎

音 の 両 方 を 表 す の に 用 い られ て い た。

32)こ の 状 況 は
、 ヒ ッタ イ ト語 に か な り忠 実 に反 映 され て い る(e.g.,p緤t(-as)vs. p緤zzi)。

33)い ず れ も*-i�/�¥とい う接 尾 辞 で 特 徴 付 け られ る 動詞 で あ る
。

sa> Cf . Yoshida(1993:33f.).

35)Laroche(1959:132)を 参 照
。 模 形 文 宇 ル ウ ィ語 の 単 数 中性 主 格 ・対 格h縱(-sa)"bone"(<

*h30st一あ る い は*hZest-)を 考 慮 す れ ば 、 語 末 の歯 茎 音 の 消 失 は子 音 の 後 で も生 じた と考 え られ

る(cf. Melchert 1994:278)。
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場 合 と同様 に、対応 す る3人 称 単数過 去 の 中・受 動 態語 尾(*-to、*-do)が 付 与 さ

れ る よ うに なつ た。以上 は、すべ て共通 ル ウィ語 の 時期 に 生 じた変 化 であ る36)。

それ ぞれ の動詞 に対 して 中・受動 態語 尾*-toと*-doの どち らが選 ばれ るか につ い

て は、 つ ぎの類 推 のプ ロポ ー シ ョンが作用 した と考 え られ る。

*一漉(3人 称 複数 現 在):*一 π(3人 称 単数 現在)  *-di(3人 称 単数 現在)

=*-nto(3人 称 複数 過去):X1(3人 称 単数 過 去)  X2(3人 称 単数 現在)

Xl=*-to, XZ=*-do

す なわち、過去語尾が歯茎 音が弱化 していない*-toを とるか、あるいは弱化 した

*-doを とるかは、対応す る現在語尾に含まれる歯茎音に よつて決定 されるのであ

る。うえで述べたグループ1の 動詞では現在形で も過去形で も弱化 した歯茎音が

み られるのに対 して、グループIIの 動詞では弱化 してい ない歯茎音が一貫 して

いるとい う事実 は、以上のよ うに して説 明される。3人 称複数過去 の場合 と同じ

く、ル ウィ系諸語の3人 称単数過去 において能動態 と中・受動態 の対立がみ られ

ないのは、中・受動態語尾が一般的な過去のマーカー として用 い られ るよ うにな

つた とい う歴史的事情 によるのである。

6.結 論

 本 稿 で は 、襖形 文 字 スペ リングの音韻 的解釈 が研 究 者 に よつて分 かれ てい る3

つ の事 例 に対 して、 記述 言語 学 的お よび比 較言 語 学 的 な立 場 か ら分析 を施 した。

以 下 に示す のが筆 者 自身 の見解 で あ る。 ヒ ッタイ ト語 の子 音 語幹 のmi一 動 詞 に付

く3人 称 単数 過 去語 尾一taに含 まれ るaは 見 か けだ け で あ り(e.g。, e-ip-ta)、 実際

に は発 音 され て い なか つ た。Zi-in-kat-taな どの動 詞 にみ られ る末尾 の一taとい う文

字 は 、語末 子 音 が弱化 してい ない ことを示 す ため に付 与 され た にす ぎず、そ こに

含 まれ て い るaは ダ ミー であ る。一方 、襖 形文 字ル ウィ語 の3人 称単数 過 去語尾

一taと3人 称 複数 過 去語 尾 一ntaに含 まれ てい るQに つ い ては(e.g., auita、 auinta)、

比較 言語 学 的根 拠 か ら、実 際に読 まれ てい た と考 え られ る。 しか しな が ら、 この

aは2次 的 に付 与 され た補助 母音 で はな く、-taと 一ntaは それ ぞれ 印 欧祖 語 の 中・

受 動 態 語尾*-toと*-ntoを 継承 してい る。

36)言 うまでもなく、語末の歯茎音の脱落はル ウィ系諸語にのみ働いた音変化であるため、

ヒッタイ ト語 とパラー語においては中・受動態語尾が能動態のパラダイムに組み込まれ るこ

とはなかった。

..



撒
 ル ウィ系諸語では、もともとは歯茎音で終わる単音節の形式に補助母音が付与

されるよ うになつたケースもある。た とえば、後椅辞の中性 主格 ・対格単数 の代

名詞である懊形 文字ル ウィﾁ一ata、 象形文字ル ウィ語一atal-ara、リュキア語一ede

は、*-od-0と い う形式に遡 り、補助母音の*0が 本来の後椅辞*-odに 付与 され てい

る。しか しなが ら、この補助母音*oは 、音変化によつて本来語末 にあった歯茎音

が消失す ることによつてもた らされる機能的不透 明性 を回避す るために、先行す

る母音をコ ピーす ることによつてつ くられた と考 え られ る。 多元的音韻論 の枠

組みでは、以 下のよ うに図示 される。

i
VC 今 VCV 今  VCV 今  VCV

i

d

(*-och

d d d

(*-odo)
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Interpretation of Cuneiform Spellings: Three Cases

Kazuhiko YOSHIDA

Abstract

      There are a number of intrinsic deficiencies in the cuneiform syllabary for 

writing Hittite and other Anatolian languages. The  syllabary can directly represent only 

single initial or fmal consonants and internal clusters of two consonants within words. 

It is, however, impossible for scribes to render initial or final consonant clusters or 

internal clusters of three or more consonants without using empty vowel signs. 

Linguistic interpretation of these vowels is not always easy because consonant clusters 

may potentially be broken up by prothetic, epenthetic or epithetic vowels.

      The 3 sg. active preterite endings of the mi-conjugation, when attached to the 

consonantal verb stem, offer a case in point; e.g., Hittite e-ip-ta `(s)he seized', Cuneiform 

Luvian a-at-ta `(s)he was'. The 3 pl. active preterite ending in Cuneiform Luvian such 

as a-u-i-in-ta 'they came' also presents a case of the problem.

      As for the Hittite 3 sg. ending -ta, the fmal a therein is graphic because the extra 

-ta sign in e.g., li-in-kat-ta `(s)he swore' (never spelled **li-in-ka-at) is used to indicate 

an unlenited quality of the fmal consonant. On the other hand, comparative evidence 

speaks for the reality of the vowel included in the Cuneiform Luvian preterite 3 sg. 

ending -ta, whether attached to consonantal stems (e.g., a-as-ta) or vocalic stems 

(a u i to `(s)he came'), and 3 pl. ending -nta (e.g., a-u-i-in-ta). Neither of the endings 

has a non-etymological prop vowel, but they both continue the Proto-Indo-European 

mediopassive endings *-to and *-nto.
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